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エーザイ株式会社
２００６年１０月３１日

２００６年度
（平成１９年３月期）

中間決算説明会
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• 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-
looking statements）を含みます。これらの文言は、現在における見込み、予測、リス
クを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論、結果を招き得る不
確実性に基づくものです。

• それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替
変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。リスクや不確実
性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、不確実性には、
技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならび
に効果に関するクレームや懸念、規制機関による承認取得、国内外の保健関連改
革、マネジドケア、健康管理コスト抑制への傾向、国内外の事業に影響を与える政府
の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに限定される
ものではありません。

• また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満
たす製造能力を構築する能力を欠く状況、原材料の入手困難、市場の受容が得られ
ない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありません。

• 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改
正が望ましい場合であっても、それを行う意図を有するものではなく、義務を負うもの
ではありません。

将来見通しに関する注意事項
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連結決算業績

45

2410810.232510.7302中間純利益

32211483.32,66282.82,339売上総利益

２００６年度中間期

4611016.251716.7471経常利益

12211431.91,01931.7897研開費+営業利益

4411015.549616.0453営業利益

20011451.41,64351.01,443販売管理費

7811816.452215.7444研究開発費

10916.753217.2487売上原価

368113100.03,194100.02,826売上高

増減額
前年

同期比
売上比実績売上比実績

２００５年度中間期

（億円、％）
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主要製品売上高

前年同期比実績実績

312376計

(21)(14)(68)(百万ドﾙ)

221675米国
ゾネグラン®

抗てんかん剤

117834716計パリエット® ／
アシフェックス®

プロトンポンプ
阻害型抗潰瘍剤

111146132日本

113604534米国

(107)(524)(488)(百万ドﾙ)

1736035欧州

1542315アジア

55871欧州・アジア

138727526米国

アリセプト®

アルツハイマー型
痴呆（認知症）治療剤

1412820アジア

114168147欧州

(131)(631)(481)(百万ドル)

117239205日本

1291,162899計

２００６年度
中間期

２００５年度
中間期所在地製品名

（億円、％）
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所在地別売上高

２００６年度
中間期

368113100.03,194100.02,826合計

32812355.11,75950.61,431海外計

241303.21032.879アジア他

531258.32657.5212欧州

25212243.61,39140.31,140北米

3910344.91,43549.41,396日本

増減額
前年

同期比
構成比実績構成比実績

２００５年度
中間期

（億円、％）

外部顧客に対する売上高
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２００６年度
中間期

２００５年度
中間期

増減額
前年

同期比
構成比実績構成比実績

15103100.0512100.0497小計

110

135

121

75

156

92

33.4

3.6

3.9

25.9

66.6

28△16△44消去・全社

44

44

3

△7

47

△29

496

171

18

20

133

341

453合計

海外計

アジア他

欧州

北米

日本

25.6127

3.115

5.427

17.185

74.4370

（億円、％）

所在地別営業利益
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Eisai Inc.損益実績

△54211.2146.568ゾネグラン
®

3610743.252446.6488アシフェックス
®

7113223.828820.8218
営業利益

（ロイヤルティ控除前）

261536.1744.749中間純利益

351498.91076.972営業利益

31-2.631--フラグミン
®

15013152.063145.9481アリセプト
®

164116100.01,212100.01,047売上高

増減額
前年

同期比
売上比実績売上比実績

２００６年度
中間期

２００５年度
中間期

（百万ドル、％）
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連結フリー・キャッシュ・フロー推移

41207△50192△ 9399
２００５年度

中間期

17224△50142△33366
２００６年度

中間期

△194166143242△51408
２００４年度

中間期

307360△4498263458
２００３年度

中間期

増減額実績増減額実績増減額実績

フリー・
キャッシュ・フロー

資本的支出等営業キャッシュ・フロー

（億円）
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ドラマティック リープ プランにおける成長性

113

123

130

125

122

103
104

エーザイ

２００６年度

上期

109107合計

113108海外計

120109アジア他

121107欧州

110108米州

104
107

-
102

日本
（うち医療用医薬品）

エーザイ目標市場予測

２００６～２０１１年度

平均成長率

（％、円ベース）

（平均成長率はドラマティックリーププランによる）（平均成長率はドラマティックリーププランによる）
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グローバリゼーションの質的転換

2011

2006

2005 日本 米国

欧州
アジア

47.4% 42.1% 7.6%

2.9%

44.9% 43.6% 8.3%

3.2%

２００５年度
通期

２００６年度
上期

２０１１年度
目標

36.0% 44.0% 14.0% 6.0%

Ｒｅｇｉｏｎａｌ（日・米・欧・アジア）バランスの追求

売上高１兆円
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Today's approval is based on two 
additional randomized, placebo-

controlled, 24-week clinical 
studies conducted in Sweden and 
Japan in more than 500 patients

高度アルツハイマー病の追加適応承認を取得
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世界初のフルスペクトラムなアルツハイマー病治療剤
((単位：： 1,0001,000人）

地域別アルツハイマー患者数 出典： データモニター２００４、自社データ

19.7%11,290 4.9%3,25015.7%2,39029.3%4,50032.5%1,150合 計

2,370 650 310 1,160250高度

25.0%8,920 6.1%2,600 18.0%2,080 39.5%3,34041.5%900軽度・中等度

アリセプト

浸透率
患者数

アリセプト
浸透率

患者数
アリセプト
浸透率

患者数
アリセプト
浸透率

患者数
アリセプト
浸透率

患者数

合 計アジア欧州（Ｇ５）米国日本

• 世界の未治療患者市場へのアプローチ
•アルツハイマー病患者グループ・ケアグループとの密接なコミュニケーション
•疾病・新規治療法についての啓発活動の充実
•自社およびパートナーのＭＲ力強化による積極的な情報活動の展開

• 高度アルツハイマー適応は欧州で相互認証制度に基づきＭＨＲＡへ
申請中、日本では医薬品医療機器総合機構へ申請中

• 軽度認知障害、経皮吸収型テープ製剤、徐放性製剤テーマへの
積極的な取り組み
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卵巣がん、頭頚部がんなどについてフェーズⅡ試験を進行中ＮＣＩとの共同治験

３ｒｄラインのサブパートＨ用試験で目標症例数３００例の
エントリーを完了
申請時期を２００７年度第３四半期とする
２ｎｄライン フェーズⅢ試験進行中
３ｒｄライン フェーズⅢ試験進行中

乳がん

フェーズⅠ試験進行中

フェーズⅡＰＯＣ試験準備中

単剤で既存の２ｎｄライン治療剤と同等の効果を確認
カルボプラチンとの併用 フェーズ Ｉｂ試験開始

フェーズⅡＰＯＣ試験進行中

国内

肉腫

非小細胞肺がん

前立腺がん

Ｅ７３８９：乳がん３ｒｄラインサブパートＨ試験
目標症例数３００例のエントリーを完了

申請時期を２００７年度第３四半期とする
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ＡＩＤＳにともなう表在性カポジ肉腫治療剤（経皮投与）

再発性皮膚浸潤性T細胞リンパ腫治療剤（経皮投与）

再発性皮膚浸潤性T細胞リンパ腫治療剤（経口投与）

ＣＤ２５陽性皮膚浸潤性T細胞リンパ腫治療剤 （静脈内注射）

適応症

２０１６年１０月パンレチン®・ゲル０.１％

２０１６年１０月タルグレチン®・ゲル１％

２０１６年１０月タルグレチン®・カプセル

２０１４年１２月オンタック®
特許満了製品名

• 知的財産権を含む、４品に関する資産を買収
• ライガンド社オンコロジー・エキスパートを移籍
• １０月２５日より販売開始
• ２００７年度に４品合計で＄６０百万を見込む
• ドラマティック リープ プランにおける重要戦略である

がん領域参入において初のコマーシャリゼーション
となる

米国ライガンド社から
抗がん剤４品を戦略的製品買収
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「パリエット®」の適応拡大・剤形追加の進展
• 長時間作用型製剤のＰＯＣ完了

１日１回投与で長時間の血漿中濃度を持続する製剤を開発し、

夜間に亢進する胃酸分泌の抑制を確認

• Ｈ．ピロリ除菌療法が医薬品第二部会を通過(日本）

• Ｈ．ピロリ二次除菌の適応追加を申請(日本）

薬粧事業の健闘
• 上期販売は前年比１１１％、収益性のさらなる改善

• 本格的ＯＴＣ保健薬の成長：「チョコラＢＢ®」グループ、

「ハイガード®」、「セルベール®整胃錠」、「ナボリン®」グループ
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申請中2003年9月申請済み関節リウマチ
サイトカイン/

イムノグロブリン産生抑制
T-614

申請中2005年12月申請関節リウマチ
ヒト抗ヒトTNFα

モノクローナル抗体
D2E7 フェーズⅡ/Ⅲ試験進行中乾癬

フェーズⅡ/Ⅲ試験準備中クローン病

2009年度
重症敗血症を対象としたフェーズⅢ試験を実施中、２５０施設のうち２９施設（北米２７、
欧州２）がオープン 日本でのフェーズⅢ試験開始に先立ち、日本人を対象とするフェーズ
Ⅰ試験を米国で実施中 ２００９年度に、日米欧３極にて同時申請をめざす

重症敗血症エンドトキシン拮抗E5564

2006年度フェーズⅡ/Ⅲ試験進行中痙性斜頸ボツリヌス毒素B型E2014

2007年度フェーズⅢ試験進行中肥満症
セロトニン/ノルアドレナリン

再取り込み阻害
KES524

クリティカル・
ケア、

リウマチ等

フェーズⅢ試験準備中（中国）Ｂ型肝炎HBV ポリメラーゼ阻害クレブジン

2010年度フェーズⅡ試験実施中（欧米）
急性冠症候群トロンビン受容体拮抗E5555

がん
2008年度フェーズⅡ/Ⅲ試験進行中肝細胞がん再発抑制メナテトレノンE0167

真菌感染症

がん

がん

小細胞肺がん、すい臓がん
がん

国内
肉腫

非小細胞肺がん
前立腺がん

乳がん

アルツハイマー型認知症

筋萎縮性側索硬化症

糖尿病合併症

多発性硬化症
てんかん

片頭痛予防

パーキンソン病

てんかん

適応症

2011年度フェーズⅠ試験実施中（日本）

2010年度イリノテカンとの併用で可能性を追求、日本での単剤胃がんは中止細胞周期G1期標的E7070

フェーズⅡＰＯＣ試験進行中
カルボプラチンとの併用フェーズ Ｉｂ試験開始
フェーズⅡＰＯＣ試験準備中
フェーズⅠ試験進行中

2011年度セツキシマブ併用フェーズⅠｂ/Ⅱ試験（３ｒｄライン）実施中（米国）α2 インテグリン発現抑制E7820

2012年度日米欧でフェーズⅠ試験実施中
VEGF受容体

チロシンキナーゼ阻害
E7080

フェーズⅠ進行中（米国）

フェーズⅠ実施中（米国）、Ｐ-糖タンパク質が高発現している大腸がんへの効果に期待

３ｒｄラインのサブパートＨ用試験で目標症例数３００例のエントリーを完了
申請時期を２００７年度第３四半期とする
２ｎｄライン フェーズⅢ試験進行中
３ｒｄライン フェーズⅢ試験進行中

米国においてフェーズⅠ試験実施中 血中、脳髄液中のAβ量を測定し、
Proof of Principle(薬理作用の検証）をめざす

フェーズⅡ/Ⅲ試験開始

糖尿病性神経障害を対象としたフェーズⅢ試験を大日本住友製薬が米国において実施
中、２００６年末にキーオープン予定

フェーズⅡＰＯＣ試験準備中
フェーズⅡＰＯＣ試験進行中
フェーズⅡＰＯＣ試験進行中

米国でフェーズⅢ試験を開始、欧州ではフェーズⅢ試験を実施中、
計画どおりの申請に向けて進行中

９月１５日に米国ＦＤＡよりApprovable letterを受領、
今後の承認に向けたアクションにつき、当局とミーティングを行う

進捗状況

2009年度アルドース還元酵素阻害AS-3201

2012年度メコバラミンE0302

2010年度γセクレターゼモジュレーターE2012

2007年度
（サブパート

Ｈ申請）
微小管伸長阻害E7389

2011年度エルゴステロール生合成阻害E1224

2012年度
ヘミアステリンタイプ
チューブリン重合阻害

E7974

神経

領域

2007年度

AMPA 受容体拮抗E2007

申請中
ナトリウムチャンネルの

モジュレーション
ルフィナマイド

申請予定作用機序プロジェクト

ＮＭＥパイプライン
後期臨床テーマの充実：フェーズⅢレベルから申請中までに１２品目を有す

：後期臨床テーマ
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29 32 36

56

90

110

3.7

5.3
5.9

2.62.52.4

0

50

100

150

2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

0

1

2

3

4

5

6

7
DPS

DOE

安定的・継続的配当を目指す
ＤＯＥ目標値は８％レベル （２０１１年度）

株主還元の充実

（予定）

2006年度中間配当： 55円

（円） （％）

**２００６年７月３１日取締役会決議は、上限4百万株、220億円

ー
459万株
139億円

200万株＊

111億円
197万株
61億円

400万株
114億円

300万株
92億円

自己株式
取得実績
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通期連結業績見通し

241.2

685

1,085

1,050

3,340

1,050

5,440

1,090

6,530

見通し

２００６年度

10.5

16.6

16.1

51.1

16.1

83.3

16.7

100.0

売上比

109

108

108

110

109

113

110

104

109

前期比

増額
修正

２００５年度

1510.5634当期純利益

82.64,967売上総利益

4516.61,000経常利益

221.9ＥＰＳ （円）

4015.9957営業利益

51.23,078販売管理費

15.5932研究開発費

17.41,045売上原価

130100.06,013売上高

売上比実績

（億円、％）


